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Gゼミ（新潟法律大学校）　下水道広報ゼミ　（新潟県）

下水道から広がる環境教育
―Z世代とはじめる廃棄物のない世界へ―

はじめに

新潟法律大学校は、新潟で唯一の法律系4年制専門

学校です。中央大学法学部を併修することで、4年間で

高度専門士と学士の2つを取得できます。法律系の学校

ということもあり、学生の7割が行政職に就職します。

そのため、各省庁や地方自治体の職員の方々から、そ

の取り組みを紹介していただく機会が多くあります。そ

の取り組みの一つとして、2022年1月に新潟市下水道

部の職員の方々から下水道広報に関する講義をしてい

ただきました。それをきっかけに、学生有志によりGゼ

ミが立ち上がりました。Gは下水道の頭文字から取った

もので、正式名称はGゼミ（新潟法律大学校）下水道広

報ゼミです。現在は4期生と5期生（新潟法律大学校3

年生と2年生）を中心に活動しており、サークル的な形

で先輩から後輩へ内容が引き継がれ、毎年ブラッシュ

アップされています。

下水道事業の問題点と我々の目指すベクトル

シニア世代にとっての下水道事業

下水道事業は、設置と維持に多額の予算が必要であ

ることに加え、適切な利用が求められます。そのため、

国民の理解なしには成立することが難しい事業と言え

ます。世代別に見ると、シニア世代は下水道に対する理

解が深いと言えます。シニア世代にとって「汚水や雨水」

は、高度経済成長期の都市化が引き起こした困りごと

でした。それを解決する下水道は有難い存在であり、

関心事でした。1960年代後半には10%を未満だった

下水道普及率も令和3年には80%（浄化槽も含めると

92.6%）となり、その経験を持つシニア世代にとって

下水道は大きな存在だったことが理解できます《参考:

国土交通省資料》。

20～30代にとっての下水道事業

しかし、平成29年度国土交通省による「下水道に関

する意識調査」では、20〜30代の6割以上が「普段あ

まり意識しない」と回答しました。さらに20代の4割は

下水道に対して「臭い、汚い」といったネガティブなイ

メージを持っていました。それらの背景には、若者世代

の「下水道に対する他人事化」があると考えられます。

下水道は地下にあるため目にする機会が少ないだけで

なく、若者世代にとって生まれつき存在するため「あっ

て当たり前」という認識であることが原因だと考えられ

ます。このように下水道というものに対し触れる、学ぶ

機会の少ない今、若者世代の意識が低いのも当然と言

えるでしょう。

下水道事業に対する関心を高める必要性

しかし、下水道の老朽化が進む中、下水道事業の継

続には多大なコストがかかります。20年後には、下水道

第27回 日本水大賞【審査部会特別賞】

Gゼミの風景

平成29年度国土交通省「下水道に関する意識調査」
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管総延長約50万kmに対し約21万km（全体の約

42%）が老朽化のため耐久年数を超過するという事態

は深刻です《参考:国土交通省HP� 下水道の維持管

理》。そのため、下水道の役割の理解と、維持のために

今後コストがかかるという理解は必須です。これから

社会を担う若年層の下水道に対する関心を高めること

は喫緊の課題です。

その課題を解決するため、下水道に関心の薄い若年

層が、下水道の役割や大切さ、さらには魅力や可能性

に気づき、関心を持つきっかけを作ることを目的としま

した。そのため、10代から30代の若者や子育て世代に

対するプロモーション活動を中心に活動しています。

活動の目的

下水道事業の『資源の循環を目指し多様な副産物の

再利用が進んでいる』という特徴をテーマに、水環境・

地球環境教育を行います。そのことが下水道事業を知

らせる広報活動となるだけでなく、将来あるべき社会

の姿を考えるきっかけとなります。ターゲットとなるZ世

代は下水道に関心がないと答えた一方で、環境意識に

関する実態調査では、62.2%が「危機意識がある」と

回答しました。つまり、環境問題はZ世代の困りごとな

のです《出典:「チューリッヒ保険会社」Z世代の環境意

識とチル消費に関する実態調査》。その環境問題を解

決させる社会構造がサーキュラーエコノミー（循環経

済）です。下水道を広報するにあたり調べた中で最も

衝撃的だったのは、下水処理で発生する汚泥やガス、

処理水が再活用されて循環していることです。汚泥か

ら電気や自動車燃料、都市ガスや肥料などが作られ、

処理水は農業用水や養殖用水、環境用水など余すとこ

ろなく使われていることを知り、サーキュラーエコノ

ミーのモデルとでも言うべき存在だと認識しました。こ

れを知らせることで、下水道を広報するだけでなく水環

境を考える機会とします。

過去の活動内容

活動内容①:夏休み親子自由研究教室

2022年8月、最初の活動は夏休み親子自由研究教

室から始まりました。「ウンチがデンキになる（汚泥から

メタンを作る）物語」をメインとした親子自由研究教室

です。日常生活で使われた汚水は、普段目に見えないと

ころで綺麗な水へと変化します。さらに、下水汚泥は電

気、肥料などといった物質に変化し再利用されること

をレクチャーしました。

主役は子供たちのヒーロー「うんち」。「ウンチがデン

キ」になる話で盛り上がりました。さらに、汚水がきれ

いな水に変化するろ過実験を自分の力だけで行いま

した。

小学生が自ら材料を選び、ろ過装置づくりにチャレ

ンジしました。ろ過に使える大石・小石・砂・炭といった

材料から、ろ過では普通使わない消しゴム・スポンジ・

ビー玉といった材料まで、小学生の皆さんに選んでもら

いました。ろ過材料の一番人気はビー玉と消しゴム。小

学生の発想力に脱帽しました。ワイワイしながら作った

ろ過装置で競争したところ、子供も大人もみんなで大

2022年8月「夏休み親子自由研究教室」

国土交通省HP下水道の維持管理
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盛り上がりしました。その際に行った下水道に関する授

業についての事後アンケートに答えてもらったところ、

「授業が分かりやすかった」「下水道の役割がよく分

かった」等、親子両世代に好評でした。

2022年から継続しており、53家族135人が参加しま

した。現在は、「ウンチがデンキになる物語」を基本とし

た水の循環を考えるプログラムと、CODやpHの解説、

ろ過実験などで綺麗な水を考えるプログラムの2つか

ら構成されています。

活動内容②:カーボンニュートラルを知る探求授業

2022年10月、親子自由研究教室での好評を受け、

高校生向け探求授業「サスティナブルな社会を〜下水

道編〜」の企画運営を行いました。下水処理場が水を

きれいにしてくれることは漠然と知っていた高校生に、

「下水汚泥は廃棄物じゃない、資源だ」というテーマで

授業を行いました。下水処理の様々な効用を提示し、

その中で欠かせないものを2つに絞ってグループワー

クで考えてもらいました。その上で、各グループが発表

を行うことで、循環型社会の象徴である「下水道」につ

いて考えてもらいました。この授業では、クイズやグ

ループワークを通じて、高校生がいきいきと自分の意

見を発表する姿が見られました。

2022年から2023年まで、村上桜ケ丘高校・高志中

等教育学校・新潟法律大学校の合計225名に対して授

業を行いました。アクティブラーニングの手法を取り入

れ、生徒が自ら考えて調べ学習する方法で生徒の理解

を深めました。授業は好評でしたが、その内容は教え

る側の臨機応変な対応が求められるものでした。活動

を広めるため、誰でも教えられる定型化した内容にす

ることが課題として残りました。

現在の活動内容に至るための経緯
現在の活動内容の概要

授業内容を定型化するため、ゲーミフィケーションの

手法を使うことを模索しました。その結果、下水道事業

をモチーフにした『Circular�Economy水�deck』（以

下『水deck』）を開発しました。これは、ゲームを行う

ことでサステナブルな下水道事業とサーキュラーエコ

ノミーの概念を理解することができるものです。

サーキュラーエコノミーと下水道の関係

このゲームを企画する際に最も考えたのは、下水道

の役割の伝え方でした。そのため、下水道の魅力とは

何かを私たちの中で再定義しました。その中で、下水道

事業の本当の魅力はサーキュラーエコノミーであると

考えました。その魅力は次のようなものです。

人間が消費し、排出したもの（汚水）が下水道を通り

処理場へ送られます。送られてきた排出物は微生物が

分解・消費します。その結果、汚水は汚泥と水に分けら

れます。処理された水は河川や海へなど自然の元へ戻

り、汚泥は発酵を経てリンと窒素を含んだ肥料となりま

す。また、発酵の過程で発生したメタンはエネルギーと

して人間に活用されます。そして水や肥料は植物を育

て、生き物を育てます。それをまた人間が消費し…これ

が下水道の本質であり、それはサーキュラーエコノミー

を見事に体現しています。

授業などで使用するプレゼンテーション資料探究授業「下水道で汚泥は100％資源になる」高志中等教育学校



59

トレーディングカードゲームという手法

サーキュラーエコノミーを若年層に伝えるために有

効な手段が、トレーディングカードゲーム（以下『TCG』）

を使用したゲーミフィケーション教育です。

ゲーミフィケーションとは、ゲーム要素をゲーム以外

の分野に取り込むことを言います。ビジネスや勉強の成

果の向上を目的として導入されます。ビジネスや勉強に

は付きものの競争にゲーム要素を取り入れ、モチベー

ションを高め、楽しみながら学習できます。学習内容を

ルールなどに取り込むことで、興味を持って取り組むこ

とができるのです。

特にTCGはゲーミフィケーションの手段として最適

です。TCG市場も拡大を続けており、ポケモンカード

ゲームや遊戯王、デュエル・マスターズなどを昔遊んだ

世代が戻り、その子供たちにも広がっています。そのた

め、TCG市場は2019年の1225億円から2022年に

2349億円と、3年間で倍の規模を誇るほど盛況です。

《日本玩具協会調べ》また、親になり始めたこの世代は、

子供に戦略的思考を学ばせる教育ツールとしてカード

ゲームを考えています。さらに最近では、環境分野や歴

史・地域発見など、教育ツールに特化したTCGも登場

しています。

サーキュラーエコノミーを伝える手段としてのトレー

ディングカードゲーム

下水道広報のため、大学の仲間たちへのレクチャー

から始まり、高校や中学校で授業をしてみて感じたこと

があります。『①興味のあることを』『②楽しく』『③サク

サクと』学ぶことが、一番身に付く秘訣です。それが自

分事化に繋がり、考えを作り、本当の知識になるという

ことです。そのための手法としてのTCG。『①興味のあ

る』サーキュラーエコノミー（環境問題）を『②楽しく』

TCGで学びます。下水道をモチーフにすることで具体

的事例がよく分かり、『③サクサクと』理解ができるわ

けです。結果、下水道をモチーフにしてサーキュラーエ

コノミーを紹介するTCGを開発することとなりました。

トレーディングカードゲームで下水道広報を行う

ゲーム要素は学習モチベーションを保ちながらサー

キュラーエコノミーを学ぶことに役立ちます。また、頭

の中でカードを使うために必要なコストや、カードの効

果を整理しながら進めていく点は、記憶力や論理思考

力の向上につながります。こうした要素を持つTCGに

よるゲーミフィケーション教育は、サーキュラーエコノ

ミーについて知る機会を増やし、知りたいという意欲

を醸成します。特に、本アイデアにおいてはカードのモ

チーフを、下水処理場に関連したサーキュラーエコノ

ミーを実現する事例から選定しており、これによって

「下水道のシステムをモチーフにしたTCGによるゲーミ

フィケーション教育」を実現します。

現在の活動内容

2024年8月〜12月にかけて、新潟法律大学校、新潟

公務員専門学校、各高校ボランティア部、サイエンスカ

フェにいがた（市民科学団体）の合計170名に対して

授業を行いました。サステナブルな社会を創る上で重

要な概念であるサーキュラーエコノミーの講義と、『水

deck』をゼミ生ファシリテーターの指導のもとプレイ

する形式です。また、カードゲーム作成にあたっては、

新潟市にとどまらない全国各地の自治体下水道部門や

民間事業者からも協力を得ました。最終的に、各地の

先進事例を紹介するカードを作成しました。また、知名

度向上のため2024年度末に向けて様々なコンペに挑

戦しました。その結果、本賞以外に、EMIRA編集委員

「CircularEconomy水deck」ルールブック①

「CircularEconomy水deck」ルールブック②
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カカーードド全全種種 

リソース card 
計 15枚 

サポポート 

ハププニンググ 

フフィィールドド card 
計 10枚 

資金 card 
資金１×９枚 
資金２×４枚 
資金３×２枚 

計 15枚 

課題 card 
創造×３枚 
保存×３枚 
再生×３枚 

計９枚 

『Circular Economy~水 deck~』 
～Z世代と創る「廃廃棄棄物」のない社会～ 

Official rule book《オフィィシャャルルールブブッック》

 

 

裏面

資金

リソース課題カード配置図

サポート

GGAAMMEE概概要 ササーーキキュュララーーエエココノノミミーーをを学学ぶぶトトレレーーデディィンンググカカーードドゲゲーームム

『『Circular Economy~水水 deck~』』 

～～水水 ～～はは、、課課題題カカーードドのの獲獲得得枚枚数数（（課課題題解解決決数数））をを競競うう１１ １１のの対対戦戦型型
カカーードドゲゲーームムでですす。。１１タターーンンににおおいいてて準準備備フフェェーーズズとと課課題題解解決決フフェェーーズズのの２２フフェェーーズズでで行行わわれれまますす。。

CCAARRDD説説明明 

©NLEED G-Seminar JP. Circular economy水 deck 

Rule book-0001 

リリソソーーススカカーードドとと課課題題カカーードド左左上上ににはは のの３３種種類類のの印印ががああるる。。ここれれははササーーキキュュララーーエエココノノミミ
ーーのの３３原原則則『『創創造造』』『『再再生生』』『『保保存存』』のの略略でであありり課課題題カカーードドととリリソソーーススカカーードドのの印印がが一一致致すするる場場合合ののみみ
課課題題解解決決ががででききるる。。

DDEECCKK内内訳訳 
●●山山札札４４００枚枚＋＋課課題題９９枚枚 全全４４９９枚枚
リリソソーーススカカーードド ：：１１５５枚枚（（創創造造××５５枚枚、、再再生生××５５枚枚、、保保存存××５５枚枚））

（（価価値値００××１１枚枚 価価値値１１××５５枚枚 価価値値２２××３３枚枚 価価値値３３××５５枚枚 価価値値５５××１１枚枚））
資資金金カカーードド ：：１１５５枚枚（（資資金金１１××９９枚枚 資資金金２２××４４枚枚 資資金金３３××２２枚枚））
そそのの他他カカーードド ：：１１００枚枚（（ハハププニニンンググカカーードド：：４４枚枚・・ササポポーートトカカーードド：：４４枚枚・・フフィィーールルドドカカーードド：：２２枚枚））

リリソソーースス card 

リリソソーーススccaarrdd  

❶❶ おお互互いいにに課課題題カカーードドををシシャャッッフフ
ルルしし、、２２枚枚引引くく。。自自分分とと同同じじ向向
ききににななるるよようう場場にに置置くく。。残残っったた
課課題題カカーードドはは裏裏返返しし、、場場のの左左上上
にに置置くく

❷❷ 山山札札ををシシャャッッフフルルしし、、おお互互いいにに
山山札札かからら 枚枚をを手手札札にに加加ええるる。。
一一度度だだけけ手手札札ににああるる 枚枚ののカカ
ーードドかからら任任意意のの枚枚数数をを選選びび、、山山
札札かからら引引きき直直しし可可能能。。（（カカーードド
をを選選んんでで手手札札にに加加ええるるののはは不不
可可））カカーードドをを山山札札にに戻戻ししたた場場合合、、
山山札札ははシシャャッッフフルルすするる。。山山札札はは、、
場場のの左左下下にに置置くく。。

❸❸ じじゃゃんんけけんんでで先先攻攻後後攻攻をを決決めめるる。。

❶❶ 手手札札がが６６枚枚ににななるるままでで山山札札かか
ららカカーードドをを引引くく。。（（１１タターーンン目目はは、、
手手札札がが６６枚枚ででああるるたためめ、、山山札札
かかららカカーードドはは引引かかなないい））

❷❷ 手手札札のの資資金金カカーードドををすすべべてて場場にに
出出すす。。
以以下下はは必必要要にによよっってて行行いい❸❸➍➍
はは順順不不同同。。

❸❸ リリソソーーススカカーードドをを場場にに出出しし、、必必
要要資資金金をを付付けけるる。。（（カカーードドにに効効
果果ががああるる場場合合、、実実行行））

❹❹ ササポポーートトカカーードド・・フフィィーールルドドカカーー
ドドをを使使うう。。（（１１タターーンンににおおきき、、各各
枚枚ずずつつののみみ））

勝勝利利条条件件 

先に課題カードド３枚とっったとき 
○ 課題カードの資源価値以上のリソースカードに必要な資金カードつけた状態で課題カードを取得可 
課題カードドの処理コストの合計がが高いとき
○ 双方の同時に課題カード取得数が 3枚になった時には処理コストの合計で勝敗を決める 
課題カードドの    印ががそろっっている数
○ 双方の処理コスト合計も同じ場合は創再保３つ印がそろっているかで勝敗を決める 
印のペペア数までで同数のときは引分け 
○ 双方同時に３枚とって、処理コストも同じ、印のペア数も同じ場合は勝敗がつかず引分けとなる 

ルルーールル RRUULLEE 

➊➊  ゲゲーームム準準備備

➋➋  準準備備フフェェーーズズ

❶❶ ハハププニニンンググカカーードドをを使使うう。。（（任任意意））
（（先先攻攻かからら１１タターーンン１１枚枚ままでで））

❷❷ リリソソーーススカカーードドでで解解決決ししたたいい課課
題題をを同同時時にに指指定定。。

❸❸ リリソソーーススカカーードドのの資資源源価価値値がが課課
題題カカーードドのの処処理理ココスストト以以上上ででああ
れればば課課題題解解決決成成功功、、解解決決ししたた
課課題題カカーードドをを獲獲得得。。
●●指指定定ししたた課課題題カカーードドがが同同じじ
場場合合、、よよりり高高いい資資源源価価値値のの
リリソソーーススカカーードドでで指指定定ししたたププ
レレイイヤヤーーがが課課題題カカーードドをを獲獲得得
ででききるる。。

●●リリソソーーススカカーードドのの資資源源価価値値がが、、
両両者者共共にに同同価価値値ででああるる場場合合
はは引引きき分分けけととななりり、、両両者者共共
にに課課題題カカーードドはは未未獲獲得得。。

➍➍ 解解決決ししたた課課題題カカーードドはは山山札札のの
右右側側にに置置くく。。

❺❺ 課課題題解解決決がが成成功功ししたたリリソソーースス
カカーードドにに付付いいてていいるる資資金金はは山山
札札にに戻戻しし、、シシャャッッフフルルすするる。。

❻❻ 使使用用ししたたササポポーートトカカーードド・・フフィィーー
ルルドドカカーードド・・ハハププニニンンググカカーードドをを
そそののまままま場場にに残残すす。。

❼❼ 課課題題解解決決がが失失敗敗ししたたリリソソーースス
カカーードドにに付付いいてていいるる資資金金ははそそ
ののまままま自自分分のの場場にに残残すす。。

❽❽ 場場のの課課題題カカーードドをを補補充充すするる。。
（（自自身身とと同同じじ向向ききのの課課題題カカーードド
をを獲獲らられれたた側側がが補補充充すするる））

❶❶ リリソソーーススカカーードドににははそそのの手手法法をを使使っってて下下水水処処理理
をを行行っってていいるる市市町町村村をを記記入入ししてていいるるももののががああるる。。
そそのの市市町町村村ののママンンホホーールルカカーードドをを場場にに出出すすとと、、
①① 資資産産価価値値をを２２倍倍ににすするる
②② 必必要要資資金金をを１１ ２２ににすするる
①① ②②ののいいずずれれかかのの効効果果ををリリソソーーススカカーードドにに与与ええ
るるここととがが出出来来るる

❷❷ ママンンホホーールルカカーードドははゲゲーームムをを始始めめるる前前にに枚枚数数上上
限限ををとと使使用用すするるカカーードドをを決決めめてておおくく

❸❸ 一一度度使使用用ししたたママンンホホーールルカカーードドははそそののゲゲーームムのの
間間はは使使用用ででききなないい

➌➌  課課題題解解決決フフェェーーズズ

特特別別ルルーールル 

施施設設((施施策策))場場所所 

ママンンホホーールルカカーードド((新新潟潟市市)) 
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会（（株）KADOKAWA・東京電力ホールディングス

（株）・（株）読売広告社）、早稲田大学PEP共催

『EMIRAビジコン2025エネルギー・インカレ�最優秀

賞』、GKP下水道広報プラットフォーム主催『GKP広

報大賞�準グランプリ』を受賞することができました。さ

らに、全国区を目指すべく制作したカードは、協力自治

体・事業者・日本下水道協会などにも進呈する予定

です。

今後の活動
今年度も様々な学校に対して授業を行っていく予定

であり、さらに『水deck』を全国区にするための活動

を行っていきたいと考えています。現状、最も力を入れ

たいと考えているのは、高校や大学・専門学校の土木

系学科で行い、下水道の役割を知らせることで下水道

業界を将来の視野に入れるリクルート活動のツールと

して『水deck』を使う提案です。そのために現在各所

に声掛けを行っています。また、高校のボランティア部

と共に活動することも視野に入れています。様々な活動

を通して下水道を広報することで、市民の理解を深め

ていきたいと考えています。

Gゼミ（新潟法律大学校）　下水道広報ゼミ
（新潟県）

「水deck」を紹介する新潟市下水道部職員研修

「水deck」を使用した探求授業新潟法律大学校


